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 夏休みが終わり、たいむが開室してしばらくたちました。たいむに遊びに来てくれ

る子たちの肌の色がとてもいい色に日焼けをしていて、楽しいお休みを過ごしたのだ

なと感じます。 

 これから少しずつ涼しくなってきますが体調を崩さないようにし、たいむでも元気

に遊びましょうね！ 

 

■2 回目の流しそうめんで…■ 

 夏休み前の 8 月 6 日(水)に 2 回目の流しそうめんをしました。 

１回目はたくさんの方が参加してくれたので麺やゼリーを流しても、下まで流れてい

かなかったりするくらい大盛り上がりでした。 

 2 回目は 1 回目より人数が少なかったので、下

にいた人たちも上手に取って食べていました。途

中何度か竹がずれて、崩れてしまうことがありま

した。しかし、お母さん方が「崩れちゃうから私

ここに立ってます！」と言ってくれたり、なかな

か流れていかない麺やみかんを途中で押し出して

くれたり…「私、流すから食べてください」と言

ってくださるお母さんもいて、2 回目の流しそう

めんは私たちスタッフもおいしくいただくことが

できました。 

今回、このようにお母さん方がいろいろ気づい

て動いてくださりました。普段、たいむはイベン

トをあまり行いません。だからこそ、季節を感じ

ることのできる行事はスタッフ側から開催してい

けたらいいなと思っています。今回の流しそうめんはスタッフ側からのイベントでし

たがスタッフの人数が少なく、手際が悪かったりしてご迷惑をかけることもあったと

思います。そんな中、2 回目の流しそうめんではお母さん方がいろいろ気づいて動い

てくださりました。ありがとうございました。 

 



  

    今回はゆうゆうと食べられました 最後の最後まで食べつくす！ 

 

■夏休み最後に…■ 

 8 月 29 日(金) 16:00 まで通常通り開室した後に夜の部でバーベキューをしまし

た。前日からの雨で中庭は濡れ、当日も天気が心配でしたが、なんとかバーベキュー

もできそう！ということで始めました。 

「何か切るものはありますか？」「このお肉は焼きそばに入れようか」とお母さん方

の手際の良さ。そして、本田さん(夫)がずっと火のそばにいてくれたので、私たちスタ

ッフは何もしなくても「はい、焼けたよー」とおいしいお肉が次々に焼けていました。 

しかし、しばらくすると雨がぽつぽつ…でも、子どもたちにはそんなことは関係な

く嬉しそうに中庭にいるダンゴムシをたくさん集めて、楽しそうでした。子どもたち

のメインはバーベキューよりもダ

ンゴムシ集めだったような気がし

ます(笑)。 

でも、いつもと違う雰囲気の夜の

たいむで友だちと一緒に過ごせた

ことが子どもたちの夏休みの思い

出の一つになっていたらいいなと

思います。 

中で雨宿りをしつつ、みんなでフ

ルーツポンチを作って食べました。

食べるのは一瞬の子どもたちはま

たすぐ、雨が降っていても遊びに出

かけましたが、その間にお母さん方は食べたり、話したり、片づけたり…。今回、参

加していただいた方は同じ幼稚園で知り合い同士だったので、お母さん方もゆっくり

 



話ができたかな？片付けなどもお互いに気づいたら声をかけ合って動いてくださりま

した。 

終わりの時間が近づいてくると雨もあがっていたので花火をしました。火をつける

のが怖い子、火はつけないけれどたくさん花火を手にもっている子…いろいろな姿が

見られましたが子どもたちの表情はとても楽しそうで、いい笑顔でした。 

   

 

■新しく仲間入りしました！■ 

【冷蔵庫】 

 たいむのお部屋に冷蔵庫を設置しました。飲み物

を入れたり、お弁当を入れたりと自由に使ってくだ

さい。使用する際はお互いに間違えてしまわないよ

うに記名をしましょう。 

【どうぶつおもちゃコーナー】  

ちょっぴり怖い？リアルな動物たちが仲間入りしたのに気づきましたか？小さい子

はリアルな感じが怖いのか「怖い…」と無言でその場を去って行ってしまうことが多

くありますが、幼稚園児は「なにこれー！」と嬉しそうに動物を手に取り「今からジ

ャングル作るから！」と友だちと力を合わせて作る姿が多く見られています。                  

   

【赤ちゃんコーナー】 

 赤ちゃんコーナーにはスポンジマットを敷きました。以前より、赤ちゃんがズリバ

イしたり、ゴロゴロしたりしやすくなったかな…？赤ちゃんコーナーは基本的には赤

ちゃんが遊ぶところです。赤ちゃんがいるときは大きいお友だちは入ることはできま

せん。でも、子どもたちにはその判断が難しい時もあると思うので、大人で声をかけ

あっていきましょう。 

 


